寛平期の三月三日の宴 by 北山 円正
一
寛
平
二
（
八
九
）
年
春
、
讃
岐
守
の
任
を
終
え
た
菅
原
道
真
が
都
に
戻
っ
て
来
た
。
菅
家
文
草
（
巻
四
）
の
詩
題
春
日
感
二
故
右
丞
相
旧
宅
一
に
、
自
レ
此
以
下
十
三
首
、
罷
レ
秩
帰
レ
京
之
作
の
自
注
を
付
す
。
ま
た
こ
の
巻
末
に
は
、
寛
平
二
年
、
不
二
交
替
一
入
レ
京
と
あ
る
。
任
期
満
了
と
は
言
え
、
新
任
の
国
守
か
ら
の
交
替
解
由
を
待
た
ぬ
ま
ま
の
帰
京
で
あ
る
（
１
）。
慌
た
だ
し
く
都
に
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
詩
の
次
に
、
三
月
三
日
、
侍
二
於
雅
院
一、
賜
二
侍
臣
曲
水
之
飲
一。
応
レ
製
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
宮
廷
詩
宴
へ
の
復
帰
第
一
作
で
あ
ろ
う
。
三
月
三
日
の
宴
は
長
く
廃
絶
し
て
い
た
。
帰
洛
の
様
子
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
開
催
は
道
真
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
三
月
三
日
の
宴
は
、
大
同
三
（
八
八
）
年
二
月
に
停
廃
の
詔
が
あ
っ
て
以
来
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宇
多
朝
に
な
っ
て
新
た
な
宮
廷
行
事
が
相
次
い
で
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
開
催
に
当
た
っ
て
道
真
が
深
く
関
与
し
て
い
る
（
２
）。
ど
う
い
う
事
情
が
あ
っ
て
復
活
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
三
月
三
日
の
宴
に
つ
い
て
も
道
真
は
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
忙
し
な
げ
に
う
つ
る
帰
京
も
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
頃
の
三
月
三
日
の
宴
復
活
も
、
了
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
宇
多
朝
を
通
じ
て
こ
の
宴
は
行
わ
れ
、
毎
年
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
以
後
宮
廷
の
み
な
ら
ず
、
親
王
・
貴
族
た
ち
も
行
な
う
よ
う
に
な
り
つ
づ
い
て
行
く
。
寛
平
二
年
の
復
活
が
あ
っ
た
上
で
、
広
範
な
実
施
を
見
る
に
到
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宴
は
、
中
国
伝
来
の
行
事
で
あ
り
、
水
辺
で
の
禊
ぎ
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
宇
多
朝
で
は
こ
の
性
格
は
ほ
と
ん
ど
影
を
潜
め
て
し
ま
う
。
遊
宴
と
し
て
の
色
彩
が
濃
く
、
詩
宴
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宇
多
朝
は
平
安
時
代
の
年
中
行
事
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
で
あ
る
。
三
月
三
日
の
宴
の
特
徴
を
検
討
し
て
、
こ
の
期
に
お
け
る
年
中
行
事
の
性
格
を
考
え
る
契
機
と
し
た
い
（
３
）。
─ ─
寛
平
期
の
三
月
三
日
の
宴
北
山
円
正
二
今
の
と
こ
ろ
実
施
を
知
り
う
る
寛
平
期
に
お
け
る
三
月
三
日
の
宴
は
次
の
と
お
り
。
１
、
三
月
三
日
、
侍
二
於
雅
院
一、
賜
二
侍
臣
曲
水
之
飲
一。
応
レ
製
（
寛
平
二
年
、
田
氏
・
文
草
・
紀
略
）
２
、
上
巳
対
レ
雨
翫
レ
花
。
応
レ
製
（
寛
平
三
年
、
田
氏
・
文
草
）
３
、
三
日
同
賦
二
花
時
天
似
一レ
酔
。
応
レ
製
（
寛
平
三
年
、
田
氏
・
文
草
・
紀
略
）
４
、
有
レ
勅
賜
レ
視
二
上
巳
桜
下
御
製
之
詩
一。
敬
奉
レ
謝
二
恩
賜
一
（
寛
平
六
年
、
文
草
）
５
、
神
泉
苑
三
日
宴
、
同
二
煙
花
曲
水
紅
一。
応
レ
製
（
寛
平
七
年
、
文
草
・
紀
略
）
６
、
三
月
三
日
、
侍
二
朱
雀
院
柏
梁
殿
一、
惜
レ
残
春
。
各
分
二
一
字
一。
応
二
太
上
皇
製
一
探
得
二
浮
字
一、
レ
序
。
以
下
十
三
首
、
右
丞
相
作
（
昌
泰
二
八
九
九
年
、
文
草
・
紀
略
）
田
氏
は
田
氏
家
集
、
文
草
は
菅
家
文
草
、
紀
略
は
日
本
紀
略
。
詩
題
に
三
月
三
日
ま
た
は
三
日
と
あ
れ
ば
、
三
月
三
日
の
宴
が
催
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
２
・
４
に
は
上
巳
と
あ
る
の
で
、
三
月
三
日
の
宴
で
の
作
と
は
限
ら
な
い
。
２
の
菅
家
文
草
に
は
、
暮
春
尤
物
雨
中
花
、
何
況
流
觴
酔
眼
斜
（
首
聯
）
と
曲
水
の
宴
に
ち
な
む
語
で
あ
る
流
觴
が
見
え
る
の
で
、
三
日
の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
４
）。
た
だ
し
、
３
も
同
じ
く
寛
平
三
年
の
宴
で
の
詩
で
あ
り
、
宴
で
は
二
首
詠
ん
だ
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
ま
た
４
は
、
菅
家
文
草
の
配
列
か
ら
寛
平
六
年
の
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
の
上
巳
は
三
日
で
あ
る
の
で
、
こ
の
日
の
宴
で
の
作
で
あ
る
と
言
え
る
。
６
は
、
寛
平
期
の
作
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
後
述
す
る
。
な
お
製
作
年
次
不
明
の
和
歌
序
で
あ
る
が
、
大
江
千
里
の
、
７
、
三
月
三
日
、
吏
部
王
池
亭
会
十
四
首
序
（
扶
桑
古
文
集
）
は
、
千
里
の
活
躍
期
間
か
ら
し
て
、
寛
平
年
間
に
行
わ
れ
た
歌
会
で
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
日
の
歌
会
と
し
て
は
、
最
も
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
寛
平
期
の
作
に
準
じ
て
扱
う
。
な
お
曲
水
の
宴
に
お
け
る
歌
会
の
記
録
に
紀
師
匠
曲
水
宴
和
歌
が
あ
る
。
古
今
集
の
撰
者
ら
八
人
の
歌
を
収
め
て
お
り
、
昌
泰
年
間
ま
た
は
延
喜
初
年
頃
の
成
立
と
言
わ
れ
て
い
る
。
寛
平
期
に
つ
づ
く
時
期
の
記
録
の
よ
う
で
あ
り
、
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
後
代
の
偽
作
と
見
る
説
も
あ
っ
て
、
ま
だ
真
偽
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
結
着
を
見
な
い
状
況
に
あ
る
。
よ
っ
て
今
の
と
こ
ろ
本
稿
で
の
検
討
は
保
留
す
る
。
右
の
宴
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
１
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
大
同
二
年
に
停
廃
と
な
っ
て
以
来
の
開
催
で
あ
り
、
そ
れ
を
田
氏
家
集
（
巻
之
下
）
で
は
、
大
皇
歳
久
廃
二
良
辰
一、
聖
主
初
臨
元
巳
新
（
首
聯
）
と
詠
じ
、
長
年
の
断
絶
を
経
て
、
再
興
し
た
宴
に
宇
多
天
皇
が
臨
ん
だ
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
第
三
句
に
は
宮
水
自
流
為
二
曲
洛
一
と
あ
っ
て
、
宮
殿
の
庭
に
流
れ
る
曲
水
で
何
ら
か
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
記
録
で
あ
る
日
本
紀
略
に
は
、
太
政
大
臣
、
於
二
殿
─ ─
上
一
命
二
飲
宴
一
と
あ
り
、
殿
上
で
の
飲
酒
が
宴
の
中
心
で
あ
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
結
句
の
明
時
還
侍
泛
レ
觴
春
に
あ
る
流
れ
に
杯
を
浮
か
べ
る
と
い
う
の
も
、
実
際
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
行
事
の
意
義
を
ど
れ
ほ
ど
踏
ま
え
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
禊
祓
な
ど
曲
水
の
宴
の
詩
に
よ
く
見
ら
れ
る
語
が
な
い
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
道
真
の
詩
で
は
、
廻
流
水
（
第
三
句
）
に
仙
盞
（
第
五
句
）
を
浮
か
べ
る
曲
水
の
宴
が
詠
み
込
ま
れ
、
遙
想
蘭
亭
晩
景
春
（
第
四
句
）
と
、
晉
の
永
和
九
（
三
五
三
）
年
に
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
で
王
羲
之
ら
が
行
っ
た
禊
事
（
芸
文
類
聚
巻
四
・
三
月
三
日
、
王
羲
之
三
日
蘭
亭
詩
序
）
に
思
い
を
馳
せ
る
と
あ
る
。
た
だ
王
羲
之
の
詩
序
に
言
う
脩
二
禊
事
一
也
に
類
す
る
語
は
見
ら
れ
ず
、
遊
興
の
性
格
が
強
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
禊
飲
を
行
う
と
い
う
意
識
は
希
薄
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
日
の
宴
の
本
義
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
忘
れ
る
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
詩
の
内
容
か
ら
は
伺
え
な
い
。
１
の
詩
を
詠
じ
た
場
所
で
あ
る
雅
院
は
宇
多
天
皇
の
居
所
で
あ
り
、
寛
平
三
年
二
月
十
九
日
に
清
涼
殿
へ
遷
御
す
る
（
日
本
紀
略
）
ま
で
い
つ
づ
け
た
殿
舎
で
あ
る
。
そ
の
日
の
宴
に
参
加
し
た
こ
と
が
明
か
な
の
は
、
忠
臣
・
道
真
と
詩
の
序
を
書
い
た
橘
広
相
、
そ
し
て
太
政
大
臣
の
藤
原
基
経
で
あ
る
。
日
本
紀
略
に
は
、
太
政
大
臣
、
於
二
殿
上
一
命
二
飲
宴
一。
令
レ
賦
下
三
月
三
日
、
於
二
雅
院
一、
賜
二
侍
臣
曲
水
飲
一
之
詩
上
矣
。
参
議
橘
朝
臣
広
相
作
レ
序
。
と
あ
っ
て
、
基
経
が
宴
を
主
催
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
関
与
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
が
、
催
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
宇
多
天
皇
で
あ
る
。
参
加
者
は
年
中
行
事
抄
（
三
月
三
日
）
に
よ
れ
ば
、
被
レ
召
二
文
人
一
殿
上
蔵
人
堪
レ
文
之
者
と
あ
る
よ
う
に
、
文
人
と
近
臣
で
あ
る
蔵
人
で
あ
っ
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
太
政
大
臣
参
入
と
基
経
は
急
に
加
わ
っ
た
と
思
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
召
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
宴
は
天
皇
を
中
心
と
し
た
規
模
の
小
さ
い
催
し
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
内
宴
や
重
陽
宴
の
よ
う
な
公
事
と
し
て
行
う
恒
例
の
行
事
な
の
で
は
な
く
、
臨
時
に
催
す
私
的
な
宴
で
あ
る
。
天
皇
の
意
向
を
反
映
し
た
天
皇
主
導
の
詩
宴
で
あ
り
、
そ
の
興
趣
に
基
づ
い
て
三
月
三
日
の
宴
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
５
）。
久
し
く
途
絶
え
て
い
た
こ
の
日
の
宴
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
お
そ
ら
く
文
人
た
ち
の
助
力
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
広
相
・
忠
臣
・
道
真
ら
は
、
詩
を
賦
す
の
み
な
ら
ず
、
行
事
の
意
義
・
次
第
や
詩
趣
を
説
い
た
り
し
て
、
運
営
万
般
に
わ
た
っ
て
深
く
関
わ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
寛
平
二
年
の
三
月
三
日
の
宴
開
催
は
、
道
真
の
帰
洛
を
待
ち
受
け
た
か
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
た
の
も
、
こ
の
意
味
で
納
得
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
宇
多
天
皇
の
催
し
た
私
宴
は
、
す
で
に
、
仁
和
四
（
八
八
八
）
年
十
月
二
日
の
雅
院
に
お
け
る
殿
上
侍
臣
の
賦
詩
（
日
本
紀
略
）、
翌
寛
平
元
年
七
夕
の
侍
臣
に
よ
る
乞
巧
の
賦
詩
（
同
）、
同
年
九
月
の
公
宴
で
の
惜
レ
秋
翫
二
残
菊
一
詩
（
同
、
雑
言
奉
和
）
な
ど
が
あ
り
、
即
位
後
間
も
な
く
詩
作
へ
の
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
以
後
も
賦
詩
へ
の
意
欲
を
持
ち
つ
づ
け
て
お
り
、
道
真
の
帰
京
は
そ
の
意
欲
に
拍
車
を
掛
け
支
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
月
三
日
の
宴
を
復
活
さ
せ
た
と
は
言
え
、
禊
祓
の
形
跡
は
詩
か
ら
伺
え
な
い
。
そ
れ
は
天
皇
が
、
詩
の
風
趣
へ
の
興
味
を
強
く
打
ち
出
し
、
こ
の
日
の
行
事
が
本
来
─ ─
持
っ
て
い
た
他
の
要
素
を
薄
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宴
を
詠
詩
中
心
の
場
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。こ
う
し
て
三
月
三
日
の
行
事
は
、
天
皇
の
意
向
を
反
映
し
た
詩
宴
と
し
て
再
興
し
た
の
で
あ
る
。
三
以
後
催
さ
れ
た
三
月
三
日
の
宴
が
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
引
き
続
き
さ
き
に
示
し
た
２
以
下
の
詩
か
ら
読
み
取
っ
て
行
き
た
い
。
残
っ
て
い
る
詩
の
数
は
少
な
い
が
、
そ
の
場
の
様
相
は
か
な
り
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
手
懸
か
り
と
な
る
語
句
・
表
現
等
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
２
の
菅
家
文
草
（
巻
五
）
に
は
、
何
況
流
觴
酔
眼
斜
（
第
二
句
）
と
あ
っ
て
酒
杯
を
流
れ
に
浮
か
べ
て
い
る
の
で
、
曲
水
の
宴
が
行
わ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
田
氏
家
集
（
巻
之
下
）
の
宮
溝
水
剤
少
二
雷
声
一
（
第
四
句
）
は
、
盃
を
浮
か
べ
た
前
庭
の
遣
水
を
詠
ん
で
い
る
。
忠
臣
は
、
つ
づ
く
臥
槐
欲
レ
起
添
二
膏
液
一、
寒
草
応
レ
蘇
見
二
挺
生
一
で
、
恵
み
の
雨
に
よ
っ
て
槐
と
草
が
新
た
な
命
を
生
む
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
尾
聯
で
は
、
此
夕
更
知
皇
沢
遠
、
迎
レ
朝
定
出
薬
園
行
と
恵
み
の
雨
を
天
皇
の
恩
沢
に
見
立
て
て
、
そ
れ
が
広
く
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
自
分
が
勤
務
し
て
い
る
薬
園
に
ま
で
慈
雨
が
到
り
草
木
を
成
長
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
と
詠
む
。
天
皇
を
讃
美
し
た
応
製
詩
ら
し
い
結
び
で
あ
る
。
一
方
道
真
は
、
暮
春
尤
物
で
あ
る
雨
中
花
（
第
一
句
）
を
詠
ん
で
い
る
。
雨
に
濡
れ
た
花
を
蜀
錦
呉
娃
（
頷
聯
）
に
喩
え
て
、
色
彩
の
鮮
や
か
さ
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
且
憐
偏
愛
（
頸
聯
）
と
花
の
美
し
さ
へ
の
思
い
を
述
べ
る
。
結
び
の
温
樹
莫
レ
知
多
又
少
、
応
レ
言
夢
到
上
二
仙
家
一
で
は
、
宮
廷
の
温
樹
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
（
６
）、
夢
の
中
で
神
仙
の
家
に
や
っ
て
来
た
か
の
よ
う
だ
と
言
お
う
と
、
雨
に
打
た
れ
る
花
々
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
曲
水
の
宴
を
、
神
仙
界
で
の
遊
び
と
見
て
い
る
。
一
貫
し
て
雨
に
濡
れ
た
花
を
詠
み
上
げ
て
お
り
、
応
製
詩
で
あ
り
な
が
ら
天
皇
の
徳
を
讃
え
る
よ
う
な
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
詩
題
対
レ
雨
翫
レ
花
を
ど
う
詠
じ
る
か
は
、
忠
臣
と
道
真
と
で
は
か
な
り
異
な
る
。
う
ち
う
ち
の
催
し
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
強
弱
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。３
の
詩
題
花
時
天
似
レ
酔
は
、
花
の
咲
く
頃
は
そ
の
色
に
映
え
て
、
空
が
酒
に
酔
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
の
意
。
花
の
色
が
映
っ
て
酔
顔
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
色
は
赤
い
。
道
真
の
詩
序
と
詩
に
桃
李
盛
也
（
序
）
桃
李
浅
深
似
二
勧
盃
一
（
第
四
句
）
と
あ
る
の
で
、
天
に
映
え
る
の
は
赤
い
桃
の
花
。
こ
の
題
意
に
そ
っ
て
詩
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
忠
臣
の
詩
で
は
、
歩
レ
暦
艱
難
如
二
酩
酊
一、
廻
レ
杓
指
顧
似
二
婆
裟
一
（
頷
聯
）
は
、
太
陽
が
行
き
づ
ら
そ
う
に
し
て
い
る
の
を
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
と
見
、
北
斗
七
星
が
柄
を
廻
ら
し
て
指
し
示
す
様
子
を
、
酒
を
酌
む
杓
子
を
持
っ
て
ふ
ら
つ
い
て
い
る
動
作
に
喩
え
て
い
る
。
頷
聯
の
二
句
は
、
と
も
に
花
の
赤
い
色
に
映
え
る
天
空
を
酒
に
酔
っ
た
姿
に
見
立
て
て
い
る
。
ま
た
第
六
句
で
も
、
雲
出
二
顔
一
破
二
碧
紗
一
と
青
空
に
浮
か
ぶ
雲
が
花
に
映
え
て
赤
い
の
は
、
緑
の
う
す
ぎ
ぬ
を
破
っ
て
酒
で
赤
く
な
っ
た
顔
が
出
て
来
た
よ
う
な
も
の
だ
と
喩
え
て
い
る
。
句
ご
と
に
花
の
赤
い
色
を
映
し
た
空
を
詠
じ
て
い
る
。
第
七
句
に
は
、
絳
霄
花
の
色
が
反
映
し
た
赤
い
空
、
つ
─ ─
ま
り
こ
こ
で
は
宮
廷
に
お
い
て
、
陪
二
曲
水
一
と
曲
水
の
宴
に
連
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
第
八
句
来
時
疑
是
乗
二
浮
槎
一
で
は
、
宴
に
加
わ
わ
る
や
、
い
か
だ
で
黄
河
を
遡
行
し
て
天
の
川
を
尋
ね
た
（
７
）か
の
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
と
い
う
。
流
れ
を
漂
う
盃
を
浮
槎
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
頸
聯
ま
で
赤
い
花
の
映
え
る
天
空
を
描
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
転
じ
て
、
逆
に
赤
い
花
の
咲
く
宮
中
を
天
空
と
捉
え
て
い
る
。
道
真
の
場
合
も
、
題
意
を
踏
ま
え
、
花
の
赤
い
色
が
反
映
し
て
い
る
と
見
て
、
天
空
の
酔
態
を
描
き
出
し
て
い
る
。
煙
霞
遠
近
応
二
同
戸
一、
桃
李
浅
深
似
二
勧
盃
一
（
頷
聯
）
は
、
煙
霞
が
何
処
も
赤
く
染
ま
っ
て
酔
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
桃
李
の
赤
い
色
が
浅
く
深
く
空
に
映
え
て
い
る
の
は
、
盃
を
勧
め
て
酔
わ
せ
た
よ
う
だ
と
、
花
の
赤
い
色
が
映
る
空
を
酔
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
乗
レ
酔
和
音
風
口
緩
、
銷
レ
憂
晩
景
月
眉
開
（
頸
聯
）
も
、
酔
っ
た
か
の
よ
う
な
天
空
か
ら
想
像
を
巡
ら
す
。空
を
渡
る
風
は
緩
や
か
と
な
り
、
憂
い
を
消
し
て
愁
眉
を
開
い
た
（
月
眉
開
は
、
三
日
月
が
出
た
こ
と
の
比
喩
）
と
見
て
い
る
。
尾
聯
は
宇
多
天
皇
（
帝
堯
姑
射
）
の
顔
に
言
及
し
て
結
び
と
す
る
。
若
々
し
い
顔
に
は
、
赤
い
花
が
映
え
て
輝
き
を
加
え
る
必
要
な
ど
な
い
と
述
べ
、
容
色
を
讃
え
て
い
る
。
詩
題
に
か
な
う
内
容
を
盛
り
込
む
か
ら
で
も
あ
る
の
だ
が
、
禊
祓
に
は
全
く
触
れ
な
い
。
忠
臣
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
水
辺
で
の
祓
二
除
疾
病
一
（
芸
文
類
聚
巻
四
・
三
月
三
日
所
引
の
応
劭
風
俗
通
）・
払
二
除
不
祥
一
（
同
所
引
の
韓
詩
）
は
、
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
行
事
は
詩
を
賦
す
遊
宴
を
主
た
る
性
格
と
し
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
詩
序
に
は
、
我
君
一
日
之
沢
、
万
機
之
余
と
あ
り
、
天
皇
が
執
る
政
務
の
余
閑
に
宴
を
賜
る
と
あ
る
の
で
、恒
例
の
行
事
と
し
て
催
す
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。
臨
時
に
行
う
宴
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
日
の
行
事
が
遊
宴
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
打
ち
出
す
側
面
は
、
寛
平
期
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
詩
の
内
容
に
つ
い
て
は
変
化
が
見
え
る
。
４
の
有
レ
勅
賜
レ
視
二
上
巳
桜
下
御
製
之
詩
一、
敬
奉
レ
謝
二
恩
旨
一
（
菅
家
文
草
巻
五
）
は
、
宇
多
天
皇
の
御
製
上
巳
桜
下
を
見
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
感
謝
し
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
詩
の
転
句
に
は
、
微
臣
縦
得
レ
陪
二
遊
宴
一
と
あ
る
の
で
、
御
製
が
三
月
三
日
の
宴
で
の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
詩
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
起
句
の
不
啻
看
桜
也
惜
春
（
啻
に
桜
を
看
る
の
み
に
あ
ら
ず
也
春
を
惜
し
む
な
り
）
で
あ
る
。
桜
の
花
を
看
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
と
も
に
春
を
惜
し
む
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
一
句
は
、
不
二
独
送
一レ
春
兼
送
レ
老
、
更
嘗
二
一
酌
一
更
聴
看
（
白
氏
文
集
巻
五
十
五
・
、
送
レ
春
）
に
基
づ
く
。
前
句
は
行
く
春
を
見
送
る
と
と
も
に
我
が
老
い
を
も
送
る
と
述
べ
て
い
る
。
白
居
易
が
繰
り
返
し
詠
む
、
春
の
終
わ
り
を
哀
惜
す
る
詩
の
中
の
一
首
で
あ
る
（
８
）。
こ
の
措
辞
は
、
後
に
昌
泰
二
（
八
九
九
）
年
に
も
、
非
二
啻
惜
一レ
花
兼
惜
レ
老
、
呑
レ
声
莫
レ
道
歳
華
闌
（
菅
家
文
草
巻
六
、
九
月
尽
日
、
題
二
残
菊
一。
応
二
太
上
皇
製
一
）
と
用
い
て
い
る
。
道
真
が
好
ん
だ
表
現
と
言
え
よ
う
か
。
九
月
尽
日
の
詩
に
も
活
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
季
節
の
終
わ
り
を
惜
し
む
心
情
を
描
く
の
に
相
応
し
い
句
法
と
し
て
選
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。４
の
詩
は
、
上
巳
の
御
製
詩
を
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
の
だ
が
、
桜
の
花
を
眺
め
て
春
を
─ ─
哀
惜
す
る
気
分
を
描
き
出
し
て
い
る
。
晩
春
に
入
っ
て
早
く
も
季
節
の
終
わ
り
を
意
識
し
た
の
で
あ
る
。
承
句
の
紅
粧
写
得
玉
章
新
に
よ
れ
ば
、
玉
章
つ
ま
り
御
製
は
桜
を
紅
粧
と
描
い
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
詩
を
新
と
評
し
て
い
る
。
天
皇
や
詩
宴
に
集
う
人
々
は
、
花
の
色
彩
や
あ
で
や
か
さ
を
中
心
に
詠
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
道
真
の
よ
う
に
惜
春
を
盛
り
込
む
作
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
結
句
当
有
花
前
腸
断
人
（
当
に
花
前
に
腸
の
断
ゆ
る
人
有
る
べ
し
）
の
腸
断
の
理
由
が
、
桜
の
花
を
見
な
が
ら
春
を
哀
惜
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
惜
春
は
そ
の
場
の
詩
趣
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
行
く
春
を
惜
し
む
風
情
は
、
白
居
易
の
詩
の
数
々
が
示
す
と
お
り
、
お
も
に
三
月
尽
日
に
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
三
月
三
日
に
描
く
の
は
異
例
に
う
つ
る
。
た
だ
散
る
花
を
惜
し
む
思
い
に
こ
の
風
情
を
重
ね
合
わ
せ
る
の
は
、
平
安
人
に
と
っ
て
は
自
然
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
月
三
日
の
詩
宴
に
惜
春
の
思
い
を
持
ち
込
む
趣
向
が
萌
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
５
の
神
泉
苑
三
日
宴
、
同
賦
二
煙
花
曲
水
紅
一。
応
レ
製
は
、
神
泉
苑
の
曲
水
の
辺
に
咲
く
赤
い
花
を
詠
ん
で
い
る
（
９
）。
水
上
煙
花
表
裏
紅
、
流
盃
欲
レ
把
酔
顔
同
（
起
・
承
句
）
は
、
水
辺
の
花
の
赤
さ
と
、
流
盃
を
手
に
取
る
人
の
酔
っ
た
顔
色
と
が
同
じ
で
あ
る
と
描
い
て
い
る
。
景
と
人
を
取
り
上
げ
た
あ
と
、
転
・
結
句
で
は
、
動
レ
枝
動
レ
浪
皆
応
レ
惜
、
所
以
慇
懃
恐
二
暮
風
一
と
、
花
の
枝
と
盃
の
浮
か
ぶ
浪
を
揺
ら
す
の
を
惜
し
み
、
日
暮
れ
時
分
に
風
が
吹
く
の
を
気
づ
か
っ
て
い
る
。
曲
水
の
辺
に
咲
く
花
が
散
る
の
を
惜
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
三
月
三
日
の
詩
の
よ
う
に
、
爛
漫
た
る
花
を
、
見
立
て
や
比
喩
な
ど
の
技
法
に
よ
っ
て
描
く
の
で
は
な
い
。
晩
春
に
入
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
落
花
を
哀
惜
す
る
気
持
が
よ
く
出
て
い
る
。
落
花
を
詩
に
詠
む
の
は
季
節
を
問
わ
な
い
が
、
次
に
挙
げ
る
白
詩
の
よ
う
に
晩
春
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
東
坡
春
向
レ
暮
、
樹
木
今
如
何
。
漠
漠
花
落
尽
、
翳
翳
葉
生
初
（
巻
十
一
・
、
東
坡
種
レ
花
二
首
ノ
一
）
悵
望
慈
恩
三
月
尽
、
紫
桐
花
落
鳥
関
関
（
巻
十
六
・
、
酬
二
元
員
外
三
月
三
十
日
慈
恩
寺
相
憶
見
一レ
寄
）
落
花
無
限
雪
、
両
鬢
幾
多
糸
（
巻
六
十
六
・
、
残
春
詠
レ
懐
、
贈
二
楊
慕
巣
侍
郎
一
）
し
か
も
そ
の
春
も
終
わ
り
に
近
い
頃
で
あ
っ
た
り
、
末
日
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
春
の
末
あ
た
り
の
落
花
を
惜
し
む
詩
も
白
詩
に
見
ら
れ
る
。
可
レ
惜
鶯
啼
落
花
処
、
一
壺
濁
酒
送
二
残
春
一
（
巻
五
十
六
・
、
快
活
）
枝
上
三
分
落
、
園
中
一
寸
深
。
日
斜
啼
鳥
思
、
春
尽
老
人
心
（
同
・
、
惜
二
落
花
一
）
結
句
の
慇
懃
に
暮
風
を
恐
れ
る
気
持
ち
も
、
春
が
去
る
時
に
花
を
散
ら
す
風
を
厭
う
と
詠
ん
だ
、
次
の
白
詩
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
留
レ
春
春
不
レ
住
、
春
帰
人
寂
寞
。
厭
レ
風
風
不
レ
定
、
風
起
花
蕭
索
（
巻
五
十
一
・
、
落
花
）
右
の
慇
懃
は
、
三
月
尽
日
に
去
り
行
く
春
を
見
送
る
時
の
気
持
ち
を
託
し
た
、
次
の
白
詩
に
基
づ
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
四
十
六
時
三
月
尽
、
送
レ
春
争
得
レ
不
二
殷
勤
一
（
巻
十
七
・
、
潯
陽
春
三
首
ノ
春
去
）
─ ─
こ
れ
ら
白
居
易
の
詩
を
参
看
す
れ
ば
、
こ
の
道
真
の
詩
は
、
三
月
三
日
の
作
で
あ
る
と
は
言
え
、
内
容
や
詩
情
は
春
の
終
わ
り
頃
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
上
巳
の
詩
を
範
と
は
せ
ず
、
春
末
の
頃
や
三
月
尽
日
の
詩
を
念
頭
に
置
い
て
詠
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
道
真
の
み
の
詠
み
方
で
は
な
く
、
詩
宴
に
集
う
人
々
が
共
有
す
る
詩
趣
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
と
え
道
真
の
み
の
詠
み
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
趣
向
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
６
の
三
月
三
日
、
侍
二
朱
雀
院
柏
梁
殿
一、
惜
二
残
春
一。
各
分
二
一
字
一。
応
二
太
上
皇
製
一
は
、
昌
泰
二
（
八
九
九
）
年
の
朱
雀
院
で
の
宴
に
お
け
る
作
。
寛
平
期
の
宴
で
は
な
い
が
、
寛
平
二
（
八
九
）
年
以
来
こ
の
日
の
宴
を
開
い
て
き
た
宇
多
上
皇
が
自
分
の
居
所
で
催
し
て
い
る
の
で
、
寛
平
期
の
宴
に
準
じ
て
扱
う
。
天
皇
と
上
皇
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
近
臣
と
詩
人
を
集
め
て
開
い
た
規
模
の
小
さ
い
私
的
な
宴
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
曲
水
で
の
流
觴
・
賦
詩
・
飲
酒
な
ど
の
内
容
に
も
大
き
な
変
更
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
朱
雀
院
は
、
宇
多
天
皇
退
位
後
の
後
院
で
あ
り
、
風
雅
な
催
し
は
上
皇
と
な
っ
て
か
ら
も
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
催
す
場
所
は
、
１
の
東
宮
雅
院
に
始
ま
っ
て
、
５
の
神
泉
苑
、
６
の
朱
雀
院
と
移
っ
て
い
く
。
２
・
３
・
４
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
清
涼
殿
で
あ
ろ
う
。
固
定
し
た
場
所
を
持
た
ず
に
開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
事
情
や
宇
多
天
皇
（
上
皇
）
の
興
味
に
従
っ
て
変
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
場
所
を
固
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
、
決
め
ご
と
の
あ
ま
り
な
い
行
事
の
姿
を
見
て
取
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。大
同
二
年
ま
で
は
節
会
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
今
は
文
事
を
中
心
と
し
た
宇
多
天
皇
の
私
的
な
宴
な
の
で
あ
る
。
詩
題
の
惜
二
残
春
一
は
、
５
に
同
じ
く
惜
春
を
主
題
と
す
る
。
内
容
も
題
意
に
添
う
。
詩
序
と
詩
に
、
将
レ
惜
二
残
春
一
（
詩
序
）
惜
レ
春
（
第
一
句
）
と
あ
る
。
春
の
ど
の
よ
う
な
状
態
を
惜
し
む
の
か
と
言
え
ば
、
ひ
と
つ
は
花
已
凋
零
鶯
又
老
（
第
三
句
）
つ
ま
り
花
が
散
り
鶯
が
老
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
落
花
に
つ
い
て
は
、
５
で
引
い
た
白
詩
可
レ
惜
鶯
啼
落
花
処
、
一
壺
濁
酒
送
二
残
春
一
（
快
活
）
と
枝
上
三
分
落
、
園
中
一
寸
深
。
日
斜
啼
鳥
思
、
春
尽
老
人
心
（
惜
二
落
花
一
）
が
想
起
さ
れ
る
。
春
が
終
わ
る
頃
の
詩
趣
を
こ
こ
で
も
活
か
し
て
い
る
。
快
活
で
は
鶯
啼
を
も
惜
し
む
べ
し
と
言
い
、
第
三
句
に
似
る
。
鶯
が
老
い
る
と
は
、
鶯
が
老
い
た
よ
う
な
声
で
啼
く
こ
と
を
言
う
（
）。
樹
花
半
落
林
鶯
老
、
春
宴
宜
レ
開
春
浅
時
（
田
氏
家
集
巻
之
中
、
残
春
宴
集
）
風
景
之
最
好
、
嫌
三
曲
水
之
老
二
鶯
花
一
（
菅
家
文
草
巻
二
、
早
春
内
宴
、
侍
二
仁
寿
殿
一、
同
賦
三
春
娃
無
二
気
力
一。
応
レ
製
序
（
））
老
鶯
舌
饒
、
語
入
二
歌
児
之
曲
一、
残
花
断
、
影
乱
二
舞
人
之
衣
一
（
本
朝
文
粋
巻
九
、
紀
長
谷
雄
後
漢
書
竟
宴
、
各
詠
レ
史
、
得
二
公
一
序
）
は
、
そ
の
例
。
忠
臣
の
詩
は
残
春
に
落
花
と
と
も
に
詠
じ
、
道
真
の
場
合
は
正
月
に
行
う
内
宴
の
詩
で
あ
り
、
鶯
は
曲
水
の
宴
で
老
声
で
啼
く
の
で
は
な
く
、
よ
き
時
季
で
あ
る
今
啼
け
ば
よ
い
の
に
と
詠
ん
で
い
る
。
長
谷
雄
の
詩
序
は
、
残
花
み
断
え
と
あ
る
の
で
、
春
の
終
わ
り
頃
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
頃
老
鶯
が
よ
く
啼
い
て
い
る
と
あ
る
。
老
鶯
は
春
が
終
わ
る
頃
の
風
物
で
あ
っ
た
。
道
真
の
春
娃
無
二
気
力
一
序
か
ら
は
、
─ ─
曲
水
の
宴
と
老
鶯
が
時
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
あ
る
と
分
か
る
。
第
三
句
は
春
が
終
わ
る
頃
の
情
景
を
描
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
次
に
第
四
句
風
光
不
二
肯
為
レ
人
留
一
は
、
春
は
人
の
た
め
に
留
ま
り
は
し
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。
春
の
風
光
が
留
ま
ら
な
い
と
描
く
の
は
、
惆
悵
春
帰
留
不
レ
得
、
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
（
白
氏
文
集
巻
十
三
・
、
三
月
三
十
日
、
題
二
慈
恩
寺
一
）
留
レ
春
春
不
レ
住
、
春
帰
人
寂
寞
（
同
巻
五
十
一
・
、
落
花
）
強
来
便
住
無
レ
禁
レ
老
、
暗
去
難
レ
留
不
レ
奈
レ
春
（
千
載
佳
句
上
・
四
時
部
・
送
春
、
白
居
易
対
レ
酒
当
レ
歌
）
な
ど
の
春
の
終
わ
り
を
惜
し
む
詩
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
道
真
の
詩
の
第
四
句
に
込
め
た
、
春
の
風
光
へ
の
哀
惜
は
、
晩
来
林
鳥
語
殷
勤
、
似
下
惜
二
風
光
一
説
向
上
レ
人
（
白
氏
文
集
巻
六
十
四
・
、
三
月
晦
日
、
日
晩
聞
二
鳥
声
一
）
に
近
い
。
こ
れ
ら
惜
春
の
風
情
は
、
右
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
こ
と
に
三
月
尽
日
に
顕
著
で
あ
る
。
白
詩
を
学
ん
だ
結
果
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
６
の
詩
も
、
三
月
三
日
の
作
で
は
あ
る
が
、
そ
の
詩
情
は
春
末
お
よ
び
三
月
尽
日
の
そ
れ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
４
・
５
・
６
の
道
真
詠
は
、
白
詩
に
見
え
る
、
春
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
頃
や
春
の
終
わ
る
日
の
風
情
お
よ
び
措
辞
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
な
ぜ
三
月
三
日
の
詩
に
春
の
終
わ
り
の
風
情
で
あ
る
惜
春
を
詠
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
六
朝
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
上
巳
の
詩
は
か
な
り
詠
ま
れ
て
い
る
し
、
白
居
易
に
も
こ
の
日
の
詩
は
あ
る
（
）。
日
本
で
も
や
や
時
代
は
隔
た
っ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
の
懐
風
藻
や
平
安
時
代
初
頭
の
凌
雲
集
経
国
集
に
、
こ
の
日
の
詩
は
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
え
て
白
居
易
の
春
末
・
三
月
尽
日
の
詩
に
詩
想
や
表
現
を
求
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
が
、
三
月
尽
日
の
詩
の
側
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
。
お
も
に
惜
春
の
思
い
を
詠
む
こ
の
日
の
詩
は
、
白
居
易
に
か
な
り
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
詩
人
は
取
り
上
げ
て
お
ら
ず
、
居
易
の
友
人
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
白
氏
文
集
の
将
来
以
降
、
こ
の
日
の
詩
が
平
安
朝
詩
人
に
知
ら
れ
受
容
さ
れ
る
。
島
田
忠
臣
に
は
、
三
月
晦
日
、
送
レ
春
感
題
（
田
氏
家
集
巻
之
下
）、
道
真
に
は
、
中
途
送
レ
春
（
菅
家
文
草
巻
三
）
春
尽
（
同
）
四
年
三
月
廿
六
日
作
（
）
（
同
巻
四
）
が
あ
る
。
忠
臣
の
詩
は
詠
作
年
次
不
明
で
、
道
真
の
詩
は
仁
和
二
（
八
八
六
）
年
か
ら
毎
年
の
作
。
二
人
が
詠
じ
て
か
ら
、
三
月
尽
日
の
詩
は
見
ら
れ
な
い
。
詩
宴
が
催
さ
れ
た
よ
う
で
も
な
い
。
た
だ
し
別
の
形
で
詩
趣
や
表
現
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
同
二
諸
才
子
一、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
レ
飲
（
菅
家
文
草
巻
二
）
九
月
晦
日
、
各
分
二
一
字
一
（
田
氏
家
集
巻
之
下
）
閏
九
月
尽
、
燈
下
即
事
。
応
レ
製
（
菅
家
文
草
巻
五
）
九
月
尽
日
、
惜
二
残
菊
一。
応
レ
製
（
本
朝
文
粋
巻
十
一
、
紀
長
谷
雄
）
こ
の
九
月
尽
日
の
詩
は
、
三
月
尽
日
の
詩
を
応
用
し
て
い
る
。
惜
春
を
惜
秋
に
置
き
換
え
て
新
た
な
詩
想
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
菅
原
氏
の
私
塾
で
あ
る
菅
家
廊
下
で
は
、
九
月
尽
日
の
詩
宴
を
催
し
、
や
が
て
宮
廷
の
密
宴
・
公
宴
に
ま
で
進
展
し
て
行
く
の
で
あ
る
（
）。
表
現
面
に
お
い
て
も
、
惜
レ
秋
秋
不
レ
駐
、
思
レ
菊
菊
纔
残
（
菅
家
文
草
巻
五
、
暮
秋
賦
二
─ ─
秋
尽
翫
一レ
菊
。
応
レ
令
）
非
二
啻
惜
一レ
花
兼
惜
レ
老
、
呑
レ
声
莫
レ
道
歳
華
闌
（
同
巻
六
、
九
月
尽
日
、
題
二
残
菊
一。
応
二
太
上
皇
製
一
）
な
ど
は
、
惆
悵
春
帰
留
不
レ
得
、
紫
藤
花
下
漸
黄
昏
（
巻
十
三
・
、
三
月
三
十
日
、
題
二
慈
恩
寺
一
）
留
レ
春
春
不
レ
住
、
春
帰
人
寂
寞
（
巻
五
十
一
・
、
落
花
）
不
二
独
送
一レ
春
兼
送
レ
老
、
更
嘗
二
一
酌
一
更
聴
看
（
巻
五
十
五
・
、
送
レ
春
）
と
い
っ
た
白
居
易
の
三
月
尽
日
・
惜
春
の
詩
を
応
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
春
末
・
三
月
尽
の
詩
は
、
平
安
朝
に
お
い
て
外
貌
を
変
え
て
当
時
の
詩
心
に
根
付
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
三
月
尽
を
詠
ま
な
く
な
っ
て
か
ら
、
代
替
措
置
と
し
て
考
案
さ
れ
た
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
は
、
三
月
三
日
の
詩
に
つ
い
て
も
言
え
る
よ
う
に
思
う
。
春
の
終
わ
り
を
惜
し
む
心
を
詠
じ
る
場
が
な
い
状
況
下
、
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
、
復
活
し
た
三
月
三
日
の
詩
宴
を
生
か
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。惜
春
の
詩
は
、
そ
れ
ほ
ど
詩
人
の
創
作
意
欲
を
揺
さ
ぶ
る
詩
想
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
前
の
上
巳
の
詩
が
持
っ
て
い
た
表
現
に
割
り
込
む
ほ
ど
の
影
響
力
に
注
目
す
る
べ
き
で
あ
り
、
詩
人
の
愛
着
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
を
な
し
た
の
は
お
そ
ら
く
道
真
で
あ
ろ
う
。
寛
平
期
に
三
月
三
日
の
詩
宴
が
催
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
日
の
詩
は
新
た
な
風
趣
を
獲
得
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
７
の
大
江
千
里
三
月
三
日
、
吏
部
王
池
亭
会
は
、
式
部
卿
で
あ
る
親
王
の
池
亭
で
催
さ
れ
た
上
巳
の
歌
会
で
の
序
。
こ
の
親
王
は
、
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
三
月
九
日
に
式
部
卿
に
任
じ
ら
れ
（
三
代
実
録
）、
こ
の
官
職
の
ま
ま
延
喜
元
（
九
一
）
年
十
二
月
十
四
日
に
薨
じ
た
本
康
親
王
（
日
本
紀
略
）
で
あ
り
、
歌
会
は
こ
の
間
に
催
さ
れ
た
と
す
る
推
測
が
あ
る
（
）。
千
里
と
同
じ
時
期
の
人
物
で
あ
り
、
歌
会
の
主
催
者
で
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
序
は
、
晩
春
に
お
け
る
親
王
邸
の
庭
の
景
物
や
、
そ
こ
で
の
遊
び
の
模
様
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
時
は
、
寓
直
松
月
と
あ
る
の
で
夜
間
で
あ
っ
た
。
参
加
し
た
人
々
は
、
寓
二
直
吏
部
大
王
池
亭
一
者
、
趙
姫
呉
娃
即
無
二
一
男
子
一、
唯
有
二
数
女
郎
一
と
あ
っ
て
、
女
性
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
上
巳
の
宴
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
会
で
は
な
く
歌
会
を
催
し
た
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
こ
の
日
の
宴
で
は
、
池
に
飛
二
龍
頭
之
船
一
と
は
あ
る
が
、
曲
水
に
酒
杯
を
浮
か
べ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
紫
藤
紅
桜
款
冬
な
ど
の
花
や
、
鶯
蝶
な
ど
の
動
物
が
序
に
見
え
る
の
で
、
晩
春
に
催
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
禊
祓
を
思
わ
せ
る
様
子
は
ま
っ
た
く
な
い
。
船
遊
び
は
曲
水
の
飲
の
代
わ
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
月
三
日
の
宴
で
は
あ
る
が
、
曲
水
の
宴
と
は
関
係
の
な
い
催
し
の
よ
う
で
も
あ
る
。
す
で
に
取
り
上
げ
た
１
６
の
宴
と
は
同
列
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
三
月
三
日
に
催
し
た
点
に
は
何
ら
か
の
趣
向
が
あ
っ
た
と
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、た
ん
な
る
遊
宴
歌
会
と
し
て
扱
う
し
か
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
序
に
宴
を
開
く
経
緯
な
ど
を
述
べ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
四
寛
平
二
年
に
復
活
し
て
、
お
も
に
宇
多
天
皇
の
在
位
期
間
に
行
わ
れ
た
三
─ ─
月
三
日
の
宴
の
特
徴
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
ア
、
宇
多
天
皇
主
導
に
よ
る
、
近
臣
・
文
人
を
召
し
た
私
的
な
宴
で
あ
っ
た
。
イ
、
曲
水
で
流
觴
を
行
っ
て
い
る
が
、
主
眼
で
あ
る
べ
き
禊
祓
の
意
義
は
薄
れ
て
お
り
、
遊
興
を
目
的
と
し
た
宴
で
あ
っ
た
。
ウ
、
詩
は
三
月
尽
日
の
詩
趣
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
菅
原
道
真
に
は
惜
春
を
詠
み
込
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
イ
に
つ
い
て
、
中
国
の
六
朝
以
降
に
お
け
る
上
巳
の
宴
の
様
相
を
参
看
し
つ
つ
、
補
足
を
加
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
有
名
な
三
日
蘭
亭
詩
序
に
記
す
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
る
。
会
二
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
一、
脩
二
禊
事
一
也
…
…
有
二
清
流
激
湍
一、
映
帯
二
左
右
一。
引
以
為
レ
流
、
流
二
觴
曲
水
一
（
芸
文
類
聚
巻
四
・
三
月
三
日
）
禊
事
を
行
う
こ
と
、
つ
ま
り
曲
水
で
の
流
觴
を
書
き
留
め
て
い
る
が
、
禊
事
の
意
義
を
説
い
た
り
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
が
主
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
天
朗
気
清
、
恵
風
和
暢
の
こ
の
日
、
宇
宙
之
大
品
類
之
盛
を
観
察
し
、
遊
レ
目
騁
レ
懐
、
足
三
以
極
二
視
聴
之
娯
一、
信
足
レ
楽
也
と
天
地
を
存
分
に
眺
め
楽
し
み
を
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
觴
一
詠
も
あ
り
、
遊
興
に
も
重
き
を
置
く
集
い
で
あ
っ
た
。
禊
祓
を
忘
却
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
の
み
に
終
始
し
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
時
代
が
下
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
白
居
易
の
詩
に
も
三
月
三
日
の
詩
が
多
数
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
巳
日
、
恩
賜
曲
江
宴
会
即
事
（
巻
十
四
・
）
は
、
長
安
の
曲
江
で
恩
賜
の
宴
会
が
あ
っ
た
時
の
作
。
ま
ず
、
賜
レ
歓
仍
許
レ
酔
、
此
会
興
如
何
と
此
の
会
の
興
趣
は
ど
れ
ほ
ど
か
と
、
宴
の
良
さ
に
言
及
し
よ
う
と
す
る
。
花
低
羞
二
妓
一、
鶯
散
譲
二
清
歌
一
は
、
妓
女
の
美
し
さ
と
澄
ん
だ
歌
声
を
褒
め
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
道
升
平
楽
、
元
和
勝
二
永
和
一
と
、
参
会
者
は
、
こ
の
元
和
の
曲
水
の
宴
は
、
永
和
九
（
三
五
三
）
年
に
王
羲
之
ら
が
会
稽
の
蘭
亭
で
催
し
た
宴
に
勝
る
と
称
賛
し
て
い
る
と
詠
じ
て
詩
を
結
ぶ
。
皇
帝
の
恩
沢
を
謝
し
、治
世
を
讃
美
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
禊
事
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
重
要
な
の
は
宴
の
中
身
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
う
一
つ
挙
げ
る
。
開
成
二
年
三
月
三
日
、
河
南
尹
李
待
価
、
以
二
人
和
歳
稔
一、
将
レ
禊
二
於
洛
浜
一
…
…
（
巻
六
十
六
・
）
は
、
白
居
易
ら
が
洛
水
を
舟
行
遊
覧
す
る
模
様
を
中
心
に
描
い
て
い
る
（
）。
題
の
前
水
嬉
而
後
妓
楽
、
左
筆
硯
而
右
壺
觴
…
…
尽
二
風
光
之
賞
一、
極
二
遊
泛
之
娯
一、
美
景
良
辰
、
賞
心
楽
事
、
尽
二
得
於
今
日
一
矣
は
、
川
遊
び
を
し
て
風
光
を
愛
で
る
楽
し
み
は
今
日
に
極
ま
る
と
、嘉
会
の
す
ば
ら
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
詩
の
禊
事
修
初
畢
、
遊
人
到
欲
レ
斉
（
第
五
・
六
句
）
か
ら
は
、
禊
ぎ
が
終
わ
る
や
行
楽
の
人
々
が
や
っ
て
来
て
と
も
に
遊
ぼ
う
と
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
人
々
は
修
禊
よ
り
も
遊
宴
が
目
当
て
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
後
に
は
、
水
引
春
心
蕩
、
花
牽
酔
眼
迷
（
第
一
七
・
一
八
句
）
と
、
川
の
水
や
花
に
心
惹
か
れ
な
が
ら
の
遊
び
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
禊
ぎ
を
等
閑
に
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
付
随
し
た
遊
興
に
よ
り
強
い
関
心
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
は
、
春
の
の
ど
か
な
一
日
を
満
喫
し
よ
う
と
つ
と
め
て
お
り
、
詩
か
ら
も
そ
れ
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
で
の
こ
う
し
た
遊
興
に
重
点
を
置
く
傾
向
は
、
日
本
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
大
同
三
年
二
月
の
節
会
停
廃
以
前
に
多
く
の
詩
が
詠
ま
れ
て
お
─ ─
り
、
行
事
の
模
様
を
伝
え
て
い
る
。
節
会
が
早
く
廃
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
儀
式
書
・
故
実
書
に
そ
の
頃
の
儀
礼
の
内
容
・
次
第
等
が
記
さ
れ
ず
、
往
時
の
実
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
詩
を
通
じ
て
知
り
う
る
中
身
は
貴
重
で
あ
る
。
竹
葉
禊
庭
満
、
桃
花
曲
浦
軽
（
懐
風
藻
、
背
奈
行
文
上
巳
禊
飲
、
応
詔
）
問
レ
春
開
二
曲
水
、一
乗
レ
節
施
二
陽
煦
一
（
凌
雲
集
、
賀
陽
豊
年
三
月
三
日
、
侍
宴
応
詔
三
首
ノ
一
）
曲
水
で
の
儀
礼
で
あ
る
禊
事
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
み
で
は
な
く
、
行
文
の
詩
に
は
、
皇
慈
被
二
萬
国
一、
帝
道
沾
二
群
生
一
と
、
儀
式
が
帝
徳
を
称
え
る
場
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
豊
年
の
詩
に
も
、
献
寿
千
祥
、
合
歓
萬
国
附
と
天
皇
に
寿
言
を
捧
げ
君
臣
が
喜
び
を
と
も
に
す
る
な
ど
、
君
臣
の
関
係
を
確
認
す
る
働
き
も
有
し
て
い
た
。
な
お
、
錦
巌
飛
瀑
激
、
春
岫
曄
桃
開
（
懐
風
藻
、
山
田
三
方
三
月
三
日
、
曲
水
宴
）
青
糸
柳
陌
鶯
歌
足
、
紅
蘂
桃
渓
蝶
舞
新
（
経
国
集
巻
十
、
石
上
宅
嗣
三
月
三
日
、
於
二
西
大
寺
一、
侍
宴
応
詔
）
看
レ
花
前
後
落
、
聴
レ
鳥
短
長
吟
（
凌
雲
集
、
高
丘
弟
越
三
月
三
日
、
侍
二
宴
神
泉
苑
一。
応
詔
）
な
ど
囑
目
の
景
を
叙
し
て
は
い
る
が
、
自
然
へ
の
感
懐
を
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
寛
平
期
の
詩
が
去
り
行
く
春
の
風
光
や
景
物
を
惜
し
む
情
を
語
っ
て
い
た
の
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
節
会
と
い
う
厳
粛
な
場
で
の
儀
式
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
季
節
の
風
物
を
楽
し
み
謳
歌
す
る
様
子
は
窺
え
な
い
。
島
田
忠
臣
・
菅
原
道
真
ら
が
存
分
に
春
を
満
喫
し
、
道
真
が
行
く
春
を
惜
し
ん
だ
の
と
は
か
な
り
異
な
る
。
遊
興
を
追
求
す
る
姿
勢
は
乏
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
）。
宇
多
天
皇
ら
の
う
ち
う
ち
の
宴
と
朝
廷
を
挙
げ
て
催
す
節
会
と
の
雰
囲
気
の
違
い
が
、
詩
の
内
容
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。天
皇
が
催
し
た
他
の
詩
宴
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
み
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
三
月
三
日
の
宴
は
、
大
同
三
年
二
月
に
節
会
が
停
廃
さ
れ
、
長
い
歳
月
を
隔
て
た
後
寛
平
二
年
に
再
興
を
見
た
。
宴
の
姿
は
、
大
規
模
な
節
会
か
ら
、
近
臣
や
文
人
を
集
め
た
規
模
の
小
さ
い
私
的
な
催
し
へ
と
変
貌
し
て
い
た
。
ま
た
、
形
態
の
変
化
に
伴
っ
て
宴
の
醸
す
気
分
は
、
よ
り
遊
楽
を
主
体
と
し
た
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
詠
じ
ら
れ
た
詩
に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
〔
注
〕
（
１
）
撰
集
秘
記
（
巻
十
七
・
九
日
節
会
事
）
に
、
寛
平
二
年
、
巨
勢
文
雄
・
安
倍
興
行
、
雖
レ
進
二
本
任
放
還
一、
依
二
新
格
旨
一、
未
レ
下
二
諸
司
一。
前
讃
岐
介
菅
原
道
ー
、
未
二
放
還
一
間
入
レ
京
。
件
三
人
、
式
部
有
レ
不
レ
載
二
文
人
簿
一。
仍
有
レ
勅
召
之
。
と
あ
り
、
道
真
が
放
還
せ
ぬ
う
ち
に
帰
京
し
た
と
述
べ
、
式
部
省
の
文
人
簿
に
記
載
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
陽
節
会
の
詩
宴
（
菅
家
文
草
巻
四
、
九
日
侍
レ
宴
、
同
賦
二
仙
潭
菊
一。
各
分
二
─ ─
一
字
一。
応
レ
製
。
日
本
紀
略
）
に
召
さ
れ
た
の
は
、
勅
に
よ
る
と
す
る
。
同
じ
年
に
都
に
戻
っ
て
間
も
な
い
頃
に
行
わ
れ
た
三
月
三
日
の
宴
に
喚
ば
れ
た
の
も
、
宇
多
天
皇
の
計
ら
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
拙
稿
菅
原
氏
と
年
中
行
事
（
神
女
大
国
文
第
十
三
号
）、
菅
原
道
真
と
九
月
尽
日
の
宴
（
和
漢
比
較
文
学
会
編
菅
原
道
真
論
集
所
収
）、
是
善
か
ら
道
真
へ
菅
原
氏
の
年
中
行
事
（
神
女
大
国
文
第
十
五
号
）
参
照
。
（
３
）
三
月
三
日
の
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫
三
月
三
日
上
巳
洛
濱
修
禊
白
氏
歳
時
記
（
白
居
易
生
涯
と
歳
時
記
所
収
）、
中
村
喬
上
巳
の
風
習
と
行
事
（
中
国
歳
時
史
の
研
究
所
収
）・
三
月
三
日
（
中
国
の
年
中
行
事
所
収
）、
山
中
裕
平
安
朝
の
年
中
行
事
一
七
三
一
八
二
ペ
ー
ジ
、
倉
林
正
次
三
月
三
日
節
（
饗
宴
の
研
究
文
学
編
所
収
）、
吉
川
美
春
三
月
上
巳
の
祓
に
つ
い
て
（
神
道
史
研
究
第
五
十
一
巻
三
・
四
合
併
号
）
な
ど
参
照
。
（
４
）
小
島
憲
之
監
修
田
氏
家
集
注
巻
之
下
に
よ
る
。
な
お
２
は
、
こ
の
年
の
上
巳
で
あ
る
三
月
七
日
の
作
と
見
る
説
も
あ
る
（
甲
田
利
雄
菅
家
文
草
巻
五
の
含
む
問
題
に
つ
い
て
日
本
紀
略
の
誤
謬
及
び
島
田
忠
臣
の
没
年
に
及
ぶ
、
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
古
記
録
の
研
究
所
収
）。
（
５
）
宇
多
朝
に
お
い
て
私
的
な
詩
宴
が
頻
繁
に
催
行
さ
れ
た
の
は
、
天
皇
の
意
向
に
よ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（
滝
川
幸
司
宇
多
朝
の
文
壇
、
奈
良
大
学
紀
要
第
三
十
号
）。
寛
平
二
年
に
復
活
し
た
三
月
三
日
の
宴
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
６
）
温
樹
は
、
前
漢
の
孔
光
が
、
温
室
省
中
樹
は
ど
ん
な
も
の
か
と
尋
ね
ら
れ
て
、
黙
っ
て
答
え
な
か
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
た
語
（
蒙
求
・
孔
光
温
樹
）。
新
撰
朗
詠
集
（
巻
上
・
早
春
）
の
三
善
清
行
元
日
賜
レ
宴
の
不
レ
酔
争
辞
温
樹
下
、
建
春
門
外
雪
埋
レ
春
は
、
そ
の
例
。
第
七
句
の
温
樹
莫
レ
知
多
又
少
は
、
孔
光
に
な
ら
っ
て
宮
廷
内
の
こ
と
は
漏
ら
さ
な
い
と
の
見
識
を
示
し
た
も
の
。
（
７
）
小
島
憲
之
監
修
田
氏
家
集
注
巻
之
下
の
詩
注
参
照
。
（
８
）
平
岡
武
夫
三
月
尽
白
氏
歳
時
記
（
前
掲
書
所
収
）、
小
島
憲
之
四
季
語
を
通
し
て
尽
日
の
誕
生
（
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
補
篇
所
収
）、
太
田
郁
子
和
漢
朗
詠
集
の
三
月
尽
・
九
月
尽
（
言
語
と
文
芸
第
九
十
一
号
）
な
ど
参
照
。
（
９
）
日
本
紀
略
に
は
、
天
皇
幸
二
神
泉
苑
一。
臨
二
覧
池
水
一、
令
三
喫
二
遊
魚
一。
観
二
騎
射
走
馬
一
と
あ
っ
て
、
賦
詩
に
つ
い
て
は
記
録
し
て
い
な
い
。
（
）
忠
臣
・
道
真
の
頃
は
、
老
鶯
の
何
が
老
い
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
流
鶯
声
老
、
落
桜
影
軽
（
本
朝
文
粋
巻
九
、
菅
原
文
時
北
堂
文
選
竟
宴
、
各
詠
レ
句
、
得
三
遠
念
二
賢
士
風
一
詩
序
）
林
霧
校
レ
声
鶯
不
レ
老
、
岸
風
論
レ
力
柳
猶
強
（
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
老
人
、
菅
原
文
時
尚
歯
会
）
─ ─
の
よ
う
に
、文
時
以
後
は
、そ
の
鳴
き
声
に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
（
）
こ
の
詩
序
を
書
い
た
内
宴
は
、
元
慶
九
（
八
八
五
）
年
正
月
に
催
さ
れ
て
い
る
。
曲
水
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
す
で
に
曲
水
の
宴
が
復
活
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
１
の
忠
臣
の
詩
に
、
大
皇
歳
久
廃
二
良
辰
一、
聖
主
初
臨
元
巳
新
と
あ
る
の
で
、
や
は
り
再
興
は
寛
平
二
年
ま
で
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
知
識
の
中
の
曲
水
の
宴
を
、
時
節
を
示
す
語
と
し
て
引
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
（
）
注
３
の
平
岡
氏
論
考
参
照
。
（
）
詩
題
に
は
三
月
廿
六
日
作
と
あ
っ
て
、
尽
日
の
作
で
は
な
い
の
だ
が
、
詩
に
は
、
計
二
四
年
春
一
残
日
四
、
逢
二
三
月
尽
一
客
居
三
…
…
好
去
鶯
花
今
已
後
、
と
あ
っ
て
、
三
月
尽
日
を
念
頭
に
置
い
た
内
容
で
あ
る
の
で
、
準
じ
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
（
）
注
２
の
拙
稿
参
照
。
（
）
蔵
中
さ
や
か
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究
大
江
千
里
集
和
歌
一
字
抄
第
一
章
大
江
千
里
集
を
め
ぐ
っ
て
、
参
照
。
（
）
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
注
３
の
平
岡
氏
論
考
に
詳
細
な
注
解
が
あ
る
。
（
）
奈
良
時
代
の
詩
で
あ
っ
て
も
、
友
人
同
士
が
気
ま
ま
に
逍
遙
し
て
上
巳
の
一
日
を
過
ご
す
場
合
は
、
余
春
媚
日
宜
二
怜
賞
一、
上
巳
風
光
足
二
覧
遊
一
（
万
葉
集
巻
十
七
、
大
伴
池
主
晩
春
三
日
遊
覧
）
と
、
景
物
風
光
を
楽
し
も
う
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
縦
酔
陶
心
忘
二
彼
我
一、
酩
酊
無
三
処
不
二
淹
留
一
（
同
）
と
、
放
埒
な
一
日
を
送
っ
て
満
喫
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
応
製
詩
を
詠
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
か
な
り
場
の
制
約
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
─ ─
